












活 動 記 録
(Mathematical Ecology & Evolution Seminar)

オーガナイザー： 若野友一郎（事業推進担当者） 

岡嶌亮子（GCOE-現象数理PD）

第 31 回 MEE Semianr
開催日：2012年1月19日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A305教室

「Theoretical morphological study on gastropod shell forms」

野下浩司・九州大学

第 32 回 MEE Seminar
開催日：2012年2月23日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

「Spatial dominance in symmetric 3 × 3 games」

出口英生・富山大学

● GCOE RDS Seminar
(Reaction Diffusion Systems Seminar)

世話人： 二宮広和（事業推進担当者） 

下條昌彦（明治大学研究推進員）

第 5 回 RDS Seminar
開催日：2012年1月30日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A303教室

17:00 -18:00　 「結晶成長をモデルとした非強圧的ハミルトン・ヤコ

ビ方程式の解の長時間挙動」　三竹大寿・広島大学

RDS Mini-Workshop 2012
開催日：2012年2月1日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A303教室

15:00 -15:45　 「Convergence and blow-up of solutions for a 

complex-valued heat equation with a quadratic 

nonlinearity」　下條昌彦・明治大学研究推進員

16:00 -16:45　 「On a free boundary problem for a two-species weak 

competition system」　 

Jong-Shenq Guo・淡江大学（台湾）

17:00 -17:45　 「On the asymptotic behavior of variational 

inequalities set in cylinders」Michel Chipot・Zurich 

University

●スマートグリッドにおける数理科学
開催日：2012年 3月12日

会場：明治大学駿河台キャンパスアカデミーコモンA2−A3会議室

世話人：森　啓之 (事業推進担当者)

14:00 -14:10　 Opening Remarks

14:10 -15:00　 「スマートグリッド環境下の短期電力負荷予測」 

森　啓之・明治大学

15:10 -16:00　 「産業界から見たスマートグリッドのモデル化のアプ

ローチ」　原田泰志・日立製作所日立研究所

16:10 -17:00　 「ボロノイ図を用いた電気自動車用急速充電器の適正

配置」　石亀篤司・大阪府立大学

17:10 -18:00　 「スマートグリッドにおけるエネルギーモデルと課題」

福山良和・富士電機製品技術研究所

◆その他の研究集会等（共催・本学会場）
●第 4 回錯覚ワークショップ
主催： 明治大学先端数理科学インスティテュート 錯覚と数理の融合

研究拠点 JST，CREST「数学」領域　「計算錯覚学の構築」

研究代表者：杉原厚吉（明治大学、事業推進担当者）

開催期間：2012年3月13日～14日

会場：明治大学駿河台キャンパス アカデミーコモン 309A講義室

3月13日

10:10 -11:00　 「視覚復号型暗号 ―画像が見える暗号」 

山口泰・東京大学大学院総合文化研究科

11:10 -12:00　 「サグ部の自然渋滞緩和に向けて～錯視現象とその緩

和策～」　友枝明保・明治大学

13:30 -14:20　 「錯覚は聴覚コンテンツ・味覚コンテンツに応用でき

るか？」　宮下芳明・明治大学

14:30 -15:20　 「経済的活動に対する認知バイアスと知識の影響」 

植田一博・東京大学大学院

15:40 -16:30　 「視覚神経科学と錯視」　藤田一郎・大阪大学大学院

16:40 -17:30　 「錯覚科学による社会的価値創造～例、エンタテイメ

ント分野への応用～」　川勝良昭・新潟県立大学

3月14日

10:00 -10:50　 「画像知覚のひずみと誇大広告の危険性」 

杉原厚吉・明治大学、事業推進担当者

11:00 - 11:50　 「写真空間の知覚的性質：写真はどこまで真を写して

いるか？」　松田隆夫・立命館大学

13:30 -14:20　 「数理モデリングとそのアート、ファッションへの応

用」　合原一幸・東京大学

14:30 -15:20　 「社会的知覚における錯覚 −生き物らしさ，人らしさ

の知覚−」　福田玄明・東京大学

15:30 -16:20　 「計算可能な錯視の探索的検討」 

北岡明佳・立命館大学

明治大学グローバルCOEプログラム 明治大学先端数理科学インスティテュート
Meiji University Global COE Program
Formation and Development of Mathematical Sciences
Based on Modeling and Analysis

Meiji Institute for Advanced Study of 
Mathematical Sciences

問い合わせ先
明治大学　教学企画部　グローバルCOE推進事務室
〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1
TEL:044-934-7662/FAX:044-934-7660
gcoe@mics.meiji.ac.jp
http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/
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【編集後記】 2012年度は、本グローバルCOEプログラム活動の最終年度となります。事務側からみると、新しい制度設計から始まり補助金執行のルー
ル設計や拠点施設の整備など、怒涛の4年間がアッという間に過ぎて行きました。今年度も引き続き、GCOE活動が支障なく進められるよう、教職協
働で一歩ずつ歩んでいこうと思います。（DT）


